
Title 生産者均衡の純粋理論
Sub Title The pure theory of producer's behaviour
Author 福岡, 正夫

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1969

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.62, No.9 (1969. 9) ,p.981(1)- 987(7) 
JaLC DOI 10.14991/001.19690901-0001
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19690901-

0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


” ;y v，，,* r jv?r v r r ^ rnii，r-.?fm ; m - _f._:，，w . 'w A v r>

圖

1

I
；：M:1
1

a
1
a

ふ卿衣?，故淡，: .

生産者均衡の純粋理論

福 岡 夫

1 . 企業あるいは生産者は，各種め生産婆素を投入すること纪よづて生産物を牵出し，そのさい 

両著の伽値め差である利_ を最大にす名こどをそ^ 目的にすると想定きれる。

2 . 当面<6企_ の生產訐画を，抑種の財について
' * ； ' X * •

y = { yu 於，*•••’..， yn) 、

のように記し， Vi i i ^ h  2, ......... , n ) は產出される財については正， 投入される財については食

であると約束しよう。 .
y の実現可能性は, そのとき知られ'"tいる技術の状態によって制約されるから，以下ではその意

- 1 • *

味で生産可能な2 /の集合をY であちわし，それはつぎのような仮定に服するものとする。 

v P I F は閉かつ凸で，原点を含んでいる。 ’
ここで閉性および凸挫にづいr cは, 前稿の消費可能集合x め璩合と同じであるがら> 説明は繰 

返さなだ。原点 o を含むとV うのは，もし当該の企業が生産を止めようと思えばそれも可能という 

ことであり，凸性の仮定どともにこの仮矩が併用されれば,いわゆる規模に関する収獲通増の現象

が排除されることになる'。換言すれば， どれらの仮定の下では， y ^ Y のようなどんなガについて
' .... ‘ .(2). '

も，變 自 な ら /印 .はかならず可能であるが, た> 1 なら却は可能であるとはかぎらない。

注（1 ) 福岡正夫「消錢者玲衡め純粋规論」，経済学 

年報1968部，p. 3.
( 2 ) 但し逆に规横に例する収獲非M 増の事態がか 

ならずしも丨1!丨性を窓味しないことに注愈。た仁 

えば右H1のような坳合が-考えられるV  

Cうこ G Debreu, Theory of Valuet 1959, p. 40,
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也産者均衡の純粋理論

3 . 財の仙1格を前と同様？?= {於，p2, ……，v n) と記せば，生鹿者の利潤はp と y との内積 

p*y=zP iy i^ P 2 y2 + '- i '-bpnyn 
で示される。というのは仏• の符号の約束にしたがい， r y は収入と费用の差額をあらわすからで 

ある。競争の条件下では，$ は 2 /から独立の与件とみなされるから，企業はそのような所与の3)に 

ついて梦，奴という線型函数の値を最大にする？/ を選ぶことになろう。

い ま ？>丰0 のような？）を与えて，Z をその下での一均衡点とすれば，事態は r の全体が，デ 

をとおり货を法線べクトル •とする超平面v y = p * y * の片側に含まれるという事実によってあらわ 

される。 2 次元の場合について図示すれば第1 図，第 2.図のようであって，均衡点， め集合はF  
と超平「面 2)，2/=3?♦ゲの共通部分にほかならない。

ところでP がまったく任意に与えられる場合は， 均衡点が: が存在しない可能性があるから， 

前の消費理論の場合になぞらえ，浐の存在が保証されるようなv の集合T ，に限定して考えるこ 

とにする。すると贤デの / p のそれぞれf c空でない均衡点の集合が対応することになり，，T，から

第 1 國 第 2 図

ya

.も

Y への函数分(炎）か矩義できることになる。これか当該生産者O 供給函数（supply fu n ctio n )である。

4 . 前稿の x の場合と同様，y の場合もそれをコシパクトな部分集合におきかえて市場均衡存
. •  . . .  ■ 

在の議論に支障を来たさないことがよく知られている。そこで，本稿の以下の議論でもしばらく Y
を空でないコンパクト集合と想定して，次稿の議論に具えることにしよう。F のコンパクト性さえ

仮定すれば，<Kp) が任意のp につV、て空.でないこと， コンパクトとなること，丨丨丨丨となること，およ

び上部半速続となることが，つぎのような推論からただちに明らかとi る。

まず v y は V p 速続函数であるから，Y がコンパクトなら,周知の定理によってを最大

にするようなV が r のながに存在し, 4 0 ) は任意の p について绝でない集合となる。すなわち

注（3 ) 福岡，前掲論文，P. 27.
2 (982)

ノ丨處渚均衡の純粋邡論

前述の T 7 は全空問R n に拡張されるわけである。

つぎに F がコンパクトなら_ の有界性は栏丨明であるから，そのコンパクト性をいうために

.は, それが閉:e あることをいえばよい。 換言すれば， 4 < v )のなかから令*9} をとって 2 /* °に収斂 ’
■ ■

するとした場合，y * ° もまた (jAjp)に厲することをいえばよい。ところがp * Y の最大値をw (?))と 

すれば，すべての g について？)•2/ゎ= 饥(?>)であり，m(p) は所与の货について」意的に矩まる矩 

数セあるから，ザ 9—? /。のとき， 2/*。= 饥(货）となることは明白である。

Y の丨!lj性を知る..こ:と:もまたきわめて容易である。いまが* \ 0 (於)，2/*丨€が货）かつ 2/*2= 0 ^ * ° +  (1— 办  

：y * \  0 < « < 1 ふすれば，

於ザ?= 货•[仰 *。+  (1 — び) ^ ]
= ap  • 2/*° 4-(1 *- <x)p • y*1 ；

= am(p)+ (1  ~  a)m(p)
~m (pX  '

最後に狀めの上部半連続性をいうためには，が- ^ 。，y、 (p(7f\ y知—y抑 のとき， y ^ a p i f ) とな
. v . . .  - 

ることをいえばよい9 ところが仮宛から任意の双についX ダ. ? / * であり，この式の左辺は

2/*、の連続函数，右诏はザの速錄函数であるから，な— の の と き サイ 1̂ V、y となることは

明らかである。

依って求める帰結がすべて成立したことになる.  '
' . . . . . .  . •'''■ . ' ... ' : . . . ' ■ . . ：'

31 . ' , ■

1 . 要素ならびに生産物の価格が変化するとき， それらの投入 • 産出最はどの方肉に変化する ’
:か ? 伝統的な生庫理論は消費理論の場合と同様， この間題を解析の手法によっ て分析し，スムー

ズな生産面数の概念から出発する。

也產函数というのは, 周知.9 ように投入 • 産出蛩間のもっとも効率的な技’術関係をあらわす阁数

であり,一般に  - . '  '
»

( 1 ) / ( 2 / ) = / (仏，扒,  , 2/«)=0
⑶ . ' •

の.よぅにあらわされる。 ( 1 ) はたとえば:.於, ……，yn を与免たとき，y i の技術的に可能な敁火泣を .

« . ： ..
注（4 ) ここで伝統妬な生座理論どは, たとえばJ, R. H icka,VdW攸，C卿ito?, Chapter V I-V IIおよびR A. 

Sartiuelson, 'Foundations d f及ono腸•<; vltwむsis,.Chapter .IV ■などに集約されている现論の定型をい5:。'.
( 5 ) 避i当な条件の下では• ⑴はまた 

n ( l h ,  , y„)
のように_  くこともできる。結众也産物がない場合の生産函数は, いうまでもなく第1財が出虚物で，第2M
.〜浓n.AIが生鹿與素というスぺッャル•ダ一スにあたる。.

■-丨 . . . ■ - ■ ■ ■

， ■— — 3 (983)  ------
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規定する関係式であり，前 の F が突現可能ないっさいの双の集合を意味するめに対して,いおば 

その着効な関係のみを規矩すもものと考えることができる。 したがって生產函数の涵念には，すで

にそれ以外のy ゆ論外にぉくという意味でのー嵇の迹択荇動が含まれているわけであるが，伝統的
. . . . . .

な生産理論があえてそれを孕砟とするめは,その種の選说が技術効傘の問题であって経済の問齒で 

、はないと考えられる/ハらである。 ， ：

さ て 以 下 で は 微 分 可 能 性 の 彼 宠 ：

P 2  f { y 、 \% R n のすベT め点で炎くともニ丨0丨微分坷能で， それらの偏論面 i ： Bfldy i= f it
^ f 2l^ySys—f  a ,  は速続 ，

が満足されると想宠し，さらに P 1 にぉける凸性の仮定を一そう強めて ’
f II f i t  f ik  f l

(2 )

/ 2 1  f i z ................ f  i k  f z

が k ニ 2,

■ く 0

f  k\ f k 2 ' - - f k k  f  k

f  1 f  2 ............ .•み  0

7 1のすべてについて成立すると想宠しよう•へ

2. 企業は利潤

. . . ”7T =  =  PlVl -I' PzV2 + ..........+VnVn ,
を也産函数 ( 1 ) の下で極大ならしめるわけであるから, 消費理論の場合と同様，チグランジュの未

茫乘数をパとして， ラグランジュの函数
« - 

[0 - / ( 2/ i , y z, ........., yn)}
をつくれば，:極大の必要条件は • 4 /

( 3 ) 普 H ノ, i = 0  ( z = l , 2, n)  \

で与えられる。これから夂を消去して .

⑷  士 厂 （“ = 1 , 2 , ……， n)
が得られ, つぎのょうな諸命題が導かれる。 (ィ) 第 i 財，第 ：/ 財がともに生産物セある場合は,掏 

苦叫の限界変形率（いわゆる生産可能性丨丨丨丨線の傾斜) が，均衡点で同じく両表の伽格比にひとしくなっ 

ていなくてはならない。 （ロ) 両財がともに坐産-喪素である場合は，両者問の限界代替串（等發|丨[丨線の' 
傾斜）が，均衡点で同じく両者の伽‘格比にひ.としくなくてはならない。(ハ) 両財のニ，方が生産物,他 

方が生産要素である場合は，前渚に関する後者の限界坐產カ（生産丨1 _ め鎖斜）が，均衡点において 

阿ボの価格比にひとしぐなくてはならない。 ' • '
極大の充分条件 . へ

•---  4 (984) ^ —

出途者均衡の純粋理論

(5)

/ u J / 、 f  \\ J  12 f  1 3 f '

ノ 21
f  2 2 / 2 < 0 , f  2 \ / 2 2 f  2 ^ / ，

/ » f z 0 f  Z l / 3 2 f  3 3 A

ム / 2 ム
0

<0,

が⑵から保証されることを_ 慮すれば， d れら (イ)(ロ) ㈧ の命题は，それぞれ第1 図，第 2 園，馆

3 図のごとくに図示することができるであろう。

所与の4  0 近滂に，速続微分可能な函数の組

Vi—^ K p i ,か， ?),.) ( t ^ l , 2； *•••••, n)
/i=<pn+l(pi, p2, Pn)

がただ一組茌相すること，. したがって n 個の肺格をパラメターとする速続微分可能な供給函数が

得られる.こと， それらが :p についてセ: ロ次同次の商数となること,' などは消费の理論の場合とす 
(6) ' •

ベてアナロガスである。 .

(6 )

第 図 笫 2 図 第 3 図

-め

3 . さてここで価格の変化に対する均衡点の変化O 分析に進もう。まず均衡条件

fifAVu 2/2, 

f(V h 2/2,

の 全 微 分 を 求 め れ ば

: n

坪 ady厂  Mfjt ニ^fh

2 / i # i  = 0 ，

ゆえにこれを解いて

l l F i M
dy尸 -

Vn)—1 P i^ (《= 1 ，2, •.…‘，n)
•，y,>)=o

き

坪

p F ^ d V i

6 = 1 , 2 ,  ...., w)

/(F

注< 6 ) 祯岡，前掲諭文, pp. 39—40.
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生産杏均衡の純粹理論

を得る。ここで

f l l f l2 … " , i ” f l
f s i f  22 'fin f .

fnl ,«2* J nn i
A /a  *…"fn 0

./ <
o 

A

/y

であり， i V は尸の第ゼ .行第 i 列翦素の余因数である。 とりわけ第 < 財のみの価格が变化する場 

合は，（7) から

( 8 ) 窗 (?~ 1 , 2, ， n)

lVi - F iti

dfi —  fiF

となり，F J f i F の項が消费理論の代替項にあたることはダの形から明らかであろう。• i こで
' …

F  “  >-

Sij:

とおけば，この S isについて前稿で導いた諸則と形式的にはまったく同様な諸則が成立つととにな 

る。 .

( 1 ) まず ^ =j’の場合は，S “ く Q となり， これは第f 財が生産物め場合は, その_ 格の変化が 

例外なくその供給量を同一方向に動か十ことを，また生産要素の場合は，その需要量を反対方向に 

勋かすことを意味している。すなわち生産物の供給曲線はかならず右上りとなり，要素の需要曲線

はかならず右下りとなる。 .
— . . . . '  , .

(2 ) つ ぎ に i-キj の場合は， 前稿と同様，あ > 0，< 0  0 1 、ずれであるかによって， 第 i 財 •

第 :?•財の代替 •補完の関係を定義することができよう。（イ）ニ 財 ん ：；がともに生産# の場合は，第 

ゲ生産物O 価格の変化は，それと代替的な第j 生産物の供給量を逆方向に変化せしめ, それと補5完 

的な.第 j 生産物の供給量を问ー方向に変化せしめる。 ま た (口）ニ 財 i，j がともに生產要素の場合 

は，第 i 要素の価格の変化は，それと代替的な第ゴ要素の需要通を同一方向に変化せしめ,それと 

補完的な第i 要素の需袈盘を逆方向に変化せしめる。

最後に々、) ニ 財 も j のいずれか一方が生産物で他方が生座要素の場合を考えよう。 いま第 i 財 

を生産物，第 j 財を贺素として，p i が騰貴した場合をとりあげてみれば，前記の宠義で両者が「代 

昝财j である場合は，いうまでもなく第:?•要素の需惡量は堪大し，またそれらが「補完財j であ名 

場介は，第 : /瘐素の需迪敁は減少する，冬とでそれを（イ）の結論と併せて考えれば,第ゴ耍素の需 

嫂m は，前者の場侖は第 i 坐産物の供給量の增大に伴って増大し，後者の場食は第 i 坐產物の供給 

垃の増大とは逆に減少するわけである。 •

—  6(986) -— ~-
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生逄者均衡の純粋則論

ところで /••尸 / ハ- か ら Si产 Ss i であるから，上記の推論はまたなけ要素の肺格の変化が第ゼ生

產物の供給敷に及ぼす効果にっいても適用できるであろう。 すなわちT hが下落したと考えれば，

第 7 生産物の供給量は，「代替的」な場合は.僧大し，「補完的」な場☆は減少する。つまりこの取例

においても，第 f 生産物の供給傲と第ゴ耍素の需瘐贵は，前患の場介は順行し，後苦の場合は逆行

するのである。 ‘
これらの考察にもとづき，ニ財も：?• の一方が生産物で他方が生産喪素の.場合は，及V 正負のそれ.

ぞれの斯例を「代替的」 . 「補完的」と呼ぶょりも， む し ろ 「順行的J ("progressive”）• 「逆行的」

(“regresshre，，）と名づけたほうが適切であるかもしれない。取-实ヒックスは後者の現象が「一種変則

的な転倒した補完関係1 であることを認めつつ，それに「逆行』（"regresdon，，）の名を与えたのであ 
(7>
る。. .  . . •   ̂ 、 .

4 . 生.達の需給の法則は，また微分法を用いない"fm itc change),の形でも密舄に導くことがで 

き( I V いまある価格の組ザ， へ 扔。，… …，7>„。) に対する生産の均衡点を2/。= (汉19，讲°，. • .…，V：) 
で記し，■また他の偭格の組がコく仍1， * … …，2>ノ）.に 対 す る 均 衡 点 を y z \  ••” ••，1/ノ). A  
記すとしょう。するとV はダの下で利潤を最大にしているから，明らかに

v H f ，yx '
が成立ち，他方奴1 はがの下で利澗を最大にしているから，，同様に

v x*yl> ：v  ^
が成立つ。そこでこれらを辺々差引くことによって，ただちに ’

. (v l —v°)*(.yl —y 0) ^ 0
あるいは

が得ら.れ，これが生産理論にお：ける需喪の一般法則にほかならない。とりわけ，もし生産関係が強’ 
V、意味での凸性を満たし，均衡点が一意的であるとすれば, 上式で不等号のみが成立するから，単 

一の価格が変化するスペシャル•ケースにおいては

A p i * h y i > 0  .
となa て, 前 節 （1 ) の需給法則：が# られることになる。

注（7 ) J. R.  Hicks, Valm andCa^tnl,知d edition, pP. 9 3先なおこの現象を劣等財（卞級財）の_ として解釈 

する試みについては. 安并琢磨「生_龜に知ける下麵h P グレッシとろ. 嚷済学轉』第織第 I2号， 

pp. 91—9 6 ぉょび『搔济理論の站本間題J (2) • 來京経済研究所編『経済学講座J 第2 巻, pp. 31—5 8 参照，

(.8、 P A, Samuelson, Foundations of FJcokofnic Analysis, pp. 80—8 1 . G. Debreu, Theory of Vatite, p. 47 参照，
■ . . <
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